
第24回

令和７年度

新荘学区の常住人口	 世帯数 2,894
男 2,637　女 2,737　　合計 5,374

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 475	（ 8.8％）	 15	〜 64 才	 2,998	（55.8％）
　【参考値】	 65	才以上	 1,901	（35.4％）

７月27日（日）、新荘小学校校庭におい
て新荘夏まつりが開催されました。天候
は、昨年同様最高気温35度の猛暑日とな
りましたが、約2 ,000人の皆様が汗をか
きながら元気に夏まつりを楽しみました。
16：00から開会式と一年生紹介に続き、
例年通りの沢山の模擬店と面白いゲーム
コーナーが一斉にオープンしました。ア
トラクションでは、ステージで管楽合奏、
吹奏楽とこれらのコラボ演奏や、太鼓演
技、チア・ダンスが行われました。また、
校庭で煙・消火器体験の防火展示が実施
され、最後にフィナーレの花火の催しが
実施され、19：15で終了しました。

１年生の紹介

主催者および来賓の紹介

茨城高・中 吹奏楽部及び新荘小 管楽合奏部によるコラボ演奏

水商高チア・ダンス部ふれあい渡里太鼓の会

新荘地区　心ひとつに
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共に生きる

関東電気保安協会 高齢者クラブ ポップコーン ステージ前の観客の様子 受付等実行本部

もつ煮込み 焼き鳥 わなげ 子ども会　くじ引き

焼きそば

女性防火クラブ

サッカーゲーム 射　的

ベルギーワッフル アメリカンドッグ 煙体験 消火体験

かき氷 ジュース フィナーレの花火 夕暮れの会場

はげみ　のぞみ
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新荘会ホームページの紹介

※検索のほか、QRコードからもアクセスできます。

新荘会や関係団体からの回覧等のお知らせを
いち早く掲載しておりますのでご利用下さい。

名称「水戸市新荘地区地区会
　　　住みよいまちづくり新荘会」
住みよいまちづくり新荘会 検索

令
和
７
年
度

第
１
回
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

で
和
気
あ
い
あ
い

５
月
18
日（
日
）、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
27
名
が
参
加
し
、
今
年
度
一
回

目
の
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

９
チ
ー
ム
に
よ
り
２
～
５
試
合
が
実
施
さ

れ
、
和
気
あ
い
あ
い
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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仁
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果

優勝チームの最終投球



●
新
荘
夏
ま
つ
り 

‥‥
‥
‥
‥
‥
七
月
二
十
七
日
（
日
）

●
福
寿
の
つ
ど
い 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
九
月
十
五
日
（
月
）

●
市
民
運
動
会 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
十
月
十
二
日
（
日
）

●
歩
く
会 

‥‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
十
一
月
十
六
日
（
日
）

●
新
荘
地
区
合
同
新
年
会 

‥‥
‥
‥
‥
一
月
十
日
（
土
）

●
新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

‥‥
‥
‥
‥
三
月
一
日
（
日
）

令
和
７
年
度
の
主
要
行
事
予
定

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
５

月
10
日
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新

荘
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支

部
の
令
和
７
年
度
合
同
総
会
が
、
新

荘
地
区
町
内
会
長
52
名
を
含
む
関
係

者
80
名
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱
和
、

水
戸
市
歌
斉
唱
、
川
又
一
郎
新
荘
会

会
長
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
高

橋
靖
水
戸
市
長
、
袴
塚
孝
雄
市
議
会

議
員
よ
り
来
賓
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
の
審
議
で
は
、
令
和
６
年
度

事
業
報
告
、
収
支
報
告
及
び
令
和
７

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
社
会

福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
役
員
の
定
期

改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
荘
女
性
の
会
よ
り
、

新
荘
地
区
各
支
部
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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○
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長
谷
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子
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■新 

は
新
役
員
を
示
す

来　
　

賓

社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

役
員
（
令
和
７
・
８
年
度
）

合
同
総
会

令
和
７
年
度

新荘女性の会　支部長紹介 合同総会審議風景
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令
和
７
年
度
新
荘
女
性
の
会
役
員

第
10
回
水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン

を
応
援
し
よ
う
！

会
　
　
長	

袴
塚
　
禮
子

各
支
部
長	

（
凡
例
①
は
第
①
支
部
長
を
示
す
）

	

①
中
山
　
正
恵	

②
竹
貫
　
純
子

	

③
岩
淵
　
延
子	

④
小
網
　
静
子

	

⑤
武
石
　
治
代	

⑥
川
村
　
康
子

	

⑦
打
越
　
伸
子	

⑧
若
松
　
友
江

	

⑨
仙
波
　
雅
江	

⑩
南
川
佐
登
子

	

⑪
大
貫
　
純
子

来
る
10
月
26
日（
日
）、
新
荘
会
は
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
の

応
援
を
前
年
通
り
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
　
応
援
場
所

　

大
工
町
旧
フ
ク
ダ
ヤ
前
～
神
応
寺
～
雷
神
宮
前

二
　
応
援
時
間

　

８
時
45
分
〜
９
時
30
分

　
【
９
時
２
分
頃
（
南
町
２
丁
目
ス
タ
ー
ト
）

〜
最
終
走
者
通
過
ま
で
】

高橋　靖　水戸市長挨拶



令
和
７
年
度

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
主
催
す

る
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
が
、
７
月
22
・
23
日
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
新
荘
地
区
か
ら
は
、
町
内
会
・
自
治
会

の
部
で
砂
久
保
花
の
会
が
努
力
賞
、
小
・
中
学
校
の

部
で
新
荘
小
学
校
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
８
月
27
日
、
水
戸
市
役
所
に
お
い
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

６月24日　新荘地区
花壇コンクール審査会川

又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
岩
淵
延
子

編
集
部
委
員

た
め
免
除
を
願
い
出
た
結
果
、
慶
安
四

年
（
⼀
六
五
⼀
）
に
郷
地
（
村
の
地
方

行
政
単
位
）
と
な
り
、
元
禄
年
頃
武
家

屋
敷
や
職
⼈
の
町
と
し
て
開
け
始
め

ま
し
た
。

時
宗
の
神
応
寺
は
天
正
19
年

（
一
五
九
一
）
佐
竹
氏
に
よ
り
藤
沢
小

路
（
南
町
）
に
建
て
ら
れ
、
延
宝
八
年

（
⼀
六
八
〇
）
に
、
こ
の
元
山
町
の
地

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

神
応
寺
の
隣
り
に
あ
る
別
雷
皇
⼤

神
は
、
始
め
⽥
⾒
⼩
路
（
大
町
）
に
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
鷹
匠
町
（
梅

香
）
に
移
り
、
神
応
寺
と
同
時
期
共
に

こ
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

別
雷
皇
⼤
神
は
⾬
乞
い
・
雷
除
け
の

対
象
と
し
て
信
仰
さ
れ
、「
雷
神
様
」
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
寺
院
、
皇
大
神
は
共
に
、
昭

和
⼆
⼗
年
の
戦
災
で
本
堂
、
社
殿
な
ど

を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
再
建
、

復
興
さ
れ
ま
し
た
。

別
雷
皇
⼤
神
の
⿃
居
前
は
、
⽔⼾


城
五
ノ
郭
の
堀
跡
で
、
千
波
湖
へ
流
れ

新
荘
散
策

込
む
⻘
川
で
し
た
が
、
⼤
正
末
ご
ろ

こ
の
堀
の
⼀
部
は
埋
め
ら
れ
、
⿃
⾒

町
南
町
へ
出
る
道
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
雷
神
様
南
側
か
ら
好
文
亭

表
門
に
至
る
道
路
は
、
偕
楽
園
創
設

時
（
一
八
四
一
）
か
ら
、
城
下
か
ら

偕
楽
園
に
至
る
道
路
と
し
て
使
用

さ
れ
、
梅
並
木
で
し
た
。
さ
ら
に
好

文
亭
表
⾨
を
通
り
、
吐
⽟
泉
の
上
に

到
る
下
り
坂
は
、
当
時
、
梅
林
坂
又

は
梅
坂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

寿
町
の
地
も
常
磐
村
で
し
た
が
、

藩
政
時
代
、
河
和
⽥
村
へ
の
通
り
筋

の
た
め
河
和
⽥
横
町
、
ま
た
は
北
の

横
町
（
後
の
北
町
）
に
対
し
て
南
の

横
町
と
呼
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地

は
明
治
22
年
に
⽔⼾

市
に
編
⼊
さ

れ
、
昭
和
９
年
河
和
⽥
横
町
か
ら
寿

町
に
改
称
し
ま
し
た
。

昭
和
に
な
る
と
こ
の
町
の
宅
地

化
が
進
み
、
偕
楽
園
の
⼊
⼝
で
も

あ
っ
た
た
め
、
公
園
⼝
と
し
て
の
商

店
街
も
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
に
あ
る
信
願
寺
は
、
浄

⼟
真
宗
本
願
寺
派
に
属
し
、
幡
⾕
城

（
⼩
川
町
）
主
の
幡
⾕
次
郎
信
勝
が
、

親
鸞
に
帰
依
し
て
開
基
し
た
寺
と

い
わ
れ
、
寺
の
位
置
は
⽔⼾

に
来
て

か
ら
も
、
藤
沢
⼩
路
・
寺
町
・
信
願

寺
、
河
和
⽥
横
町
と
転
々
と
し
ま
し

た
。
信
願
寺
の
本
堂
な
ど
は
、
幕
末

の
天
狗
・
諸
⽣
の
戦
い
の
戦
⽕
に
よ

り
焼
失
し
、
住
職
が
諸
⽣
派
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
廃
寺
と
さ
れ
ま

し
た
が
、
明
治
10
年
頃
再
興
が
許
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

二
．
寿
町

旧
町
名
の
元
山
町
と
寿
町
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
旧
町
名
の
地

は
、
北
側
が
向
井
町
・
新
大
工
町
・
木

の
折
町
、
南
側
が
常
磐
町
に
隣
接
し

て
位
置
し
、
昭
和
43
年
に
現
在
の
元

山
町
・
常
磐
町
・
緑
町
各
１
～
２
丁

目
等
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。（
地
図
参

照
）元

山
町
の
地
は
、
も
と
は
常
磐
村

に
属
し
、
昭
和
８
年
３
月
水
戸
市
に

合
併
さ
れ
東
原
町
と
な
り
、
翌
９
年

５
月
、
そ
の
一
部
か
ら
元
山
町
の
町

名
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

藩
政
時
代
、
こ
こ
に
住
む
人
々

は
、
町
役
を
勤
め
る
こ
と
が
⼤
変
な

一
．
元
山
町

◦砂久保花の会
◦栄町1丁目
◦㈱吉田石油水戸ＳＳ
◦新荘小学校

審 査
対 象
花 壇
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元
山
町
と
寿
町

旧
町
名
シ
リ
ー
ズ
（
７
）

沢渡川
現在の町名等

旧町名青字

赤字
桜山橋

常磐線

偕 楽 園
県立歴史館

青少年会館

信願寺

神
応
寺別雷皇大神

大工町交差点

50
号線

河
和
田
横
町

元
山
町
２
丁
目緑町2丁目

元
山
町
１
丁
目

向井町

元山町
寿町

常
磐
町

木の折町

東　町

常磐町 2丁目

常磐町 1丁目

新
大
工
町

緑町1丁目

元山町と寿町

新荘小学校砂久保花の会

㈱吉田石油水戸ＳＳ

栄町１丁目


